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１．研究種目名　　　

  n型半導体特性を有する非平面グラフェンのボトムアップ合成

19K22112  挑戦的研究（萌芽）

　研究代表者はこれまで多環芳香族炭化水素(PAH)に対する置換基導入による機能化に取り組んでいる。すでに①難溶性オリゴリレンの直接ホウ素化およびその
カップリング反応による誘導体化、②[70]フラーレンに対する二重付加反応による分子構造のキラル化およびキロプティカル特性化を通じて、平面状および球状
π電子系への置換基導入による機能化を達成した。いずれも母骨格は代表的な難溶性PAHであるが、今後の大発展への足掛かりとなる成果である。①については
論文の掲載に至っており、②についてもすでに論文投稿中である。R2年度は曲面π共役系であるコラニュレンの置換基導入によってπ共役系を拡張し、当初の狙
い通りフラーレン展開図としての曲面π共役系の創出を達成した。具体的には、③コラニュレンから炭素10個分拡張することで、吸収スペクトルと蛍光量子収率
を劇的に制御することに成功し、更に④炭素20個分の拡張では、単体では見られない電荷移動型の吸収スペクトルと蛍光スペクトルを見出した。とくに④はこれ
までのπ曲面化合物では見落とされてきた特性であり、今後の分子設計に大きなインパクトを与える発見である。研究期間全体を通して、非常にシンプルな炭素
シート状化合物の分子設計から様々な特性を引き出すことができ、当初の目標を達成するのみならず、更にすすんだ予想外の成果が得られた。現在新規化合物5
つの単結晶構造と合わせて論文執筆中である。これらの成果を元に更なる魅力的な化合物の合成テーマを展開中である。
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
Chemistry Letters 892～895
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Kurosaki Ryo、Matsuo Kyohei、Hayashi Hironobu、Yamada Hiroko、Aratani Naoki 49
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

第10回CSJ化学フェスタ 2020

基礎有機化学会 若手オンラインシンポジウム (第０回)

2020年web光化学討論会

2020年web光化学討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2,2’-直接結合ペリレン二量体の合成と光物性

C70への二重付加反応によるキラルフラーレンの合成

二重付加反応によるキラルフラーレンC70の合成と光物性

高歪み環状ピレン3 量体の特異な光物性

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

藤田隆一・松尾恭平・林宏暢・山田容子・荒谷直樹

加納 春華・藤木 道也・山田 容子・荒谷 直樹

加納春華・藤木道也・山田容子・荒谷直樹

黒崎 澪 ・ 畑中 美穂 ・ 山田 容子 ・ 荒谷 直樹

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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2021年
 ４．発表年

応用物理学会春季学術講演会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

日本化学会第101春季年会

日本化学会第101春季年会

日本化学会第101春季年会

N = 17アームチェアエッジグラフェンナノリボンの電子状態評価

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

π拡張フェロセンの合成と物性

5,9-直接結合型環状ピレン多量体の合成

炭素原子17 個分の幅を有するアームチェア型グラフェンナノリボンの基板上合成

林 宏暢, 山口 淳一, 實宝 秀幸, 塩足 亮隼, 大伴 真名歩, 荒谷 直樹, 大淵 真里, 杉本 宜昭,  佐藤 信太郎, 山田 容子

山口 淳，林 宏暢，實宝 秀幸，塩足 亮隼，大伴 真名歩，荒谷 直樹，大淵 真理，杉本 宜昭，山田 容子，佐藤 信太郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

森本 裕詞、松尾 恭平、山田 容子、荒谷 直樹

黒崎 澪、山田 容子、荒谷 直樹
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９．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１０．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１１．備考

－
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